
 

 

 

 

              

    

                      

  

 

  

 

 

遷喬小学校には、『子どもたちの教育のために役に 

立ちたい』という思いを持って、学校の教育活動や学 

校の環境整備などを支援して下さるボランティア活動 

があります。 

学校からの依頼に応じて、ボランティア登録されて 

いる方に声をかけて下さる地域学校協働活動推進員の 

大釜尚美さん。そして「できる人が、できる時に、で 

きることを」と、いつも快く引き受けて下さるボラン    本校職員との顔合わせ会にて 

ティアの皆さん。本当にありがとうございます。                

 

さて、遷喬小学校では、現在７４名の方にご登録いただき、学校教育活動や環境整備など、あら

ゆる場面でお世話になっています。地域と学校、保護者の皆様とが、連携・協働し、よりより教 

育活動の実現を目指していきたいと思います。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。                   

  

  

                         

 

 １学期間、多くのボランティアの方にお世話になりました。活動の様子を紹介します。 

                              

  

４月。新しく５４名の１年生が入学してきました。入学式 

翌日からさっそく１年生だけの下校が始まりましたが、延べ 

４４名の見守り隊の方、支援ボランティアの方に見守られな 

がら、安全に家まで帰ることができました。1年生保護者の 

方もたくさん見守りに来てくださり、大変助かりました。 
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 学級園の整備、学校南側斜面の草刈り、花の水やりに草取りと、環境整備でもお世話になりまし

た。整備して下さった学級園では、現在、生活科や理科の時間に植えた野菜や草花がすくすくと大

きく育っています。暑い中での草刈りや、雨の降った後は草が抜きやすいからと早朝や休日をつか

っての草取りなど、子どもたちのいない時にも、子どもたちのために本当にありがとうございまし

た。 

                              

 

 

 

 

 

 

       学級園の整備                   休日の早朝と夕方。２回に分けての草取り。 

 

 

 

 

５年生では、新しく家庭科の学習が始まりました。４月下旬から取り組んだ裁縫の学習では、延

べ１６名のボランティアの方にお世話になりました。 

最初の学習では、『糸を通すこと』と、『玉止めと玉結び』に挑戦しました。多くの子どもたち

にとって初めてのことばかり。針に糸を通すだけでも一苦労です。「糸が通ら～ん。」「玉結びが

でき～ん。」「手に針がささった～。」・・・と、あちこちから子どもたちの声が聞こえてきまし

た。そんな時、さっと寄り添って優しく教えてくださるボランティアの方々。おかげで、子どもた

ちもずいぶんと上達し、なみ縫いや半返し縫い、本返し縫い、ボタン付けなどいろいろな技術を身

に付け、作品を仕上げることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

【子ども達の感想より】 

 

 

 

 

 

☆分かりやすいし、優しく教えてくれるのでうれしい。 

☆玉止めが最初は全然できなかったけど、ボランティアの方に分かりやすく教えてもらっ

てできるようになった。 

☆ボランティアの方の支えがあってできるようになった。最初はむずかしかったけど、だ

んだんとできるようになってきた。 



 

 

 

              

    

                      

  

 

                            

  

 

 

 

 

  

 ６年生は、家庭科の時間にミシンを使ってエプロンを作りました。 

学習に入る前、ミシンがきちんと動くかどうかメンテナンスをして 

いただきました。ミシンの学習をしていると、下糸が絡まりボビン 

が外れなくなったり、針が全く進まなくなったりと、どうしても不 

具合が生じてきます。ミシンは全部で１１台。本来ならば修理に出 

すところですが、１台１台、丁寧に見て下さいました。本当にあり 

がたいことです。 

 

 いよいよミシンを使っての学習が始まりました。５年生の時にもミシンを使っているので初めて

ではないのですが、約１年ぶりのミシン。「どうやるんだったっけ？」・・・と、困っている時に、

さっと寄り添って下さるのはボランティアの方々。４日間で延べ２２名の方に来ていただきました。

頑張って仕上げたエプロン。着るのが楽しみですね♪ 
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ありがとうございまし

た。 



 

 

 

 

７月２日～３日に行われた支部懇談会では、１４名の託児申し込みがありました。３名のボラン

ティアの方が、音楽室にて託児をして下さいました。折り紙をしたりブロックをしたりと、楽しく

過ごすことができたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みに入る前、子どもたちは借りていた本を、一度 

図書コーナーに返却します。きちんと本が返却できてい 

るかどうかをチェックする作業に、４名のボランティア 

の方にお手伝いをしていただきました。 

返却作業が無事に終わったおかげで、子どもたちが夏 

休み中に読む本を借りることができます。暑い中、大変 

お世話になりました。 

 

 

 

 

  

１学期も残すところ、あと２日間となりました。今年度は、 

新型コロナウイルスの影響で様々な活動に制限がかけられる 

中で教育活動を行ってきましたが、ご協力いただいたボラン 

ティア（延べ１０８名）の皆さん、本当にありがとうござい 

ました。 

２学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 


